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　日本銀行は、1月、4月、7月、10月のࡦҕһ会ɾ金融ܾࡦఆ会߹に͓いて、ઌ行͖の経済ɾ
Ձݟ通্͠ৼれɾԼৼれཁҼをৄ͠く͠ݕ、ͦのもとでの金融ࡦӡӦのํ͑ߟをཧ͠た「経済ɾ
Ձ情勢のల」（లレポート）をܾఆ͠、ެ ද͠ています。本ߘでは、�0�0年 7月のలレポート（ج
本తݟղは7月 1�日、എܠઆ໌をؚΉ全文は7月 1�日ެද）のポΠントをղઆ͠ます。
＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。https://www.boj.or.jp/mopo/oVtMooL/index.htm/
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図表 1　政策委員の経済・物価見通しとリスク評価

（注 ）ʻʼ内はࡦҕһݟ௨しの中ԝ。
「大ݟ௨し」は、֤ࡦҕһが࠷֖
વੑのߴいとߟえるݟ௨しのにͭいて、
খを࠷大と࠷ � 個ͣͭআいて、幅Ͱ示
したのͰあり、ͦの幅は、༧ଌࠩޡなど
を౿まえたݟ௨しの্ݶ・下ݶをҙຯしな
い。̐月࣌の大ݟ௨しは、֤ࡦҕһ
が࠷大 ��0ˋϙイϯτのϨϯδのൣғ内Ͱ
࡞を（の̎ͭのݶ・下ݶ্）௨しݟ
し、໊̕のࡦҕһのݟ௨し（্ݶ・
下ݶ）の͏্ͪから̎個、下から̎個、
個のをআいて、幅Ͱ示したのͰあ̐ܭ
る。ͦのため、ࠓ回の大ݟ௨しとはҟな
ることにཹҙがඞཁͰある。
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政策委員の経済・物価見通しとリスク評価
（１）実質ＧＤＰ

（２）消費者物価指数（除く生鮮食品）

（注１） 実線は実績値、点線は政策委員見通しの中央値を示す。

（注２） 　、△、▼は、各政策委員が最も蓋然性が高いと考える見通しの数値を示すとともに、その形状で各政策委員が

考えるリスクバランスを示している。　は「リスクは概ね上下にバランスしている」、

△は「上振れリスクが大きい」、▼は「下振れリスクが大きい」と各政策委員が考えていることを示している。

（注３） 消費者物価指数（除く生鮮食品）の2015年度については、2014年4月の消費税率引き上げの直接的な影響を

除いたベース。
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図表２　政策委員の大勢見通し （対前年度比、％）

࣮࣭ (%1    　　消費ऀՁࢦ
   　　（আく生৯）

2020 度 ʵ��7 ʙ ɻ 4��  ʻɻ 4�7 ʼ ʵ0�� ʙ ɻ 0�4  ʻɻ 0�� ʼ ʵ0�7 ʙ ɻ 0��  ʻɻ 0�� ʼ

 （4 月࣌のݟ௨し） （ʵ��0 ʙ ɻ ��0 ） （ʵ0�7 ʙ ɻ 0�� ） （ʵ0�� ʙ ɻ 0�4 ）

202� 度 ʴ��0 ʙ ɹ 4�0  ʻɹ ��� ʼ ʴ0�2 ʙ ɹ 0��  ʻɹ 0�� ʼ

 （4 月࣌のݟ௨し） （ʴ2�� ʙ ɹ ��� ） （0�0 ʙ ɹ 0�7 ）

2022 度 ʴ��� ʙ ɹ ��� ʻɹ ��� ʼ ʴ0�� ʙ ɹ 0��  ʻɹ 0�7 ʼ

（ʴ0�4 ʙ ɹ ��0 ） （4 月࣌のݟ௨し） （ʴ0�� ʙ ɹ ��� ð

消費੫Ҿき্（ߟࢀ ） ・͛
の影響をࡦҭແঈ化ڭ
আくέʔス
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（注̍）࣮ઢは࣮、ઢはࡦҕһݟ௨しの中ԝを示す。
（注̎） ̝ 、˚、˝は、֤ࡦҕһが࠷֖વੑがߴいとߟえるݟ௨しのを示すととに、ͦのܗ状Ͱ

֤ࡦҕһがߟえるϦスΫόϥϯスを示している。˔は「ϦスΫは֓Ͷ্下にόϥϯスしている」、
˚は「্ৼれϦスΫが大きい」、˝は「下ৼれϦスΫが大きい」と֤ࡦҕһがߟえていることを示
している。

（注̏） 消費ऀՁࢦ（আく生৯）の 20�� 度にͭいては、20�4  4 月の消費੫Ҿき্͛の
తな影響をআいたϕʔス。
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日本銀行のレポートから
　「地域経済報告」（さくらレポート）は、日本銀行本支店等が、日頃、企業ヒアリング等
を通じて行っている各地域の経済金融情勢に関する調査の結果を、年 4回（1月、4月、7月、
10 月）の支店長会議の機会毎に取りまとめたものです。
＊全文は日本銀行ホームページに掲載されています。https://www.boj.or.jp/research/brp/rer/index.htm/
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（注）前回との比較の「　　」、「　　」は、前回判断に比較して景気の改善度合いまたは悪化度合いが
変化したことを示す（例えば、改善度合いの強まりまたは悪化度合いの弱まりは、「　　」）。なお、前回
に比較し景気の改善・悪化度合いが変化しなかった場合は、「　　」となる。

【 20/4 月判断 】
前回との

比較
【 20/ 7 月判断 】

北海道
新型コロナウイルス感染症の
拡大などの影響により、下押
し圧力の強い状態にある

新型コロナウイルス感染症の
拡大の影響により、大幅に悪
化している

東　北
新型コロナウイルス感染症の
影響などから、このところ弱
い動きとなっている

新型コロナウイルス感染症の影
響などから、悪化している

北　陸
新型コロナウイルス感染症の
影響などから、弱めの動きと
なっている

新型コロナウイルス感染症の
影響などから、大幅に悪化し
ている

関　東
甲信越

新型コロナウイルス感染症の
拡大などの影響により、この
ところ弱い動きとなっている

内外における新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、き
わめて厳しい状態にある

東　海
新型コロナウイルス感染症の
拡大が続く中、下押し圧力の
強い状態にある

改善に向けた動きがみられ始
めているが、厳しい状態にあ
る

近　畿
新型コロナウイルス感染症の
拡大の影響により、弱い動き
となっている

新型コロナウイルス感染症の
影響により、悪化した状態が
続いている

中　国
新型コロナウイルス感染症な
どの影響から、このところ弱
い動きとなっている

新型コロナウイルス感染症の
影響から、大幅に悪化したあ
と、厳しい状態が続いている

四　国
新型コロナウイルス感染症の
影響から、このところ弱めの
動きとなっている

新型コロナウイルス感染症の
影響から、一段と弱い動きと
なっている

九州・
沖縄

新型コロナウイルス感染症な
どの影響から個人消費や輸出・
生産を中心にこのところ弱い
動きとなっている

新型コロナウイルス感染症の
影響から悪化している




